
 

 

 

公
明
党
文
京
総
支
部
の
若
井
の
り
か
ず
千
石
支
部
副
支
部
長
は
１

月
２
８
日
、
区
内
で
党
員
の
代
表
と
「
政
策
勉
強
会
」
を
開
催
。
今

後
の
政
治
活
動
を
進
め
る
基
本
骨
格
と
な
る
“
４
つ
の
街
づ
く
り
”

構
想
（
別
掲
）
を
発
表
し
、
文
京
に
新
し
い
息
吹
を
吹
き
込
む
、
“
住

民
党
”
の
先
頭
に
立
っ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
、
と
抱
負
を
語
っ
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
中
で
、
同
副
支

部
長
は
、
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た
区
民
相
談
で

改
善
を
求
め
る
要
望
の

多
か
っ
た
相
談
事
例
と

生
活
者
の
一
人
と
し
て

自
身
の
目
線
か
ら
見
た

実
感
と
を
す
り
あ
わ
せ

な
が
ら
、
基
本
構
想
を

練
り
上
げ
て
き
た
経
過

を
語
り
、
「
政
治
へ
の

根
強
い
不
信
は
、
単
な

る
“
そ
の
場
限
り
の
口

先
だ
け
の
約
束
”
に
、

そ
の
原
因
が
あ
り
、
実
現
さ
せ
て
い
く
“
行
動
力
”
が
伴
わ
な
け
れ

ば
、
不
信
の
根
は
は
ら
え
な
い
」
と
、
実
現
へ
向
け
た
強
い
決
意
を

述
べ
た
。 

 
 

 

具
体
的
に
は
、
「
健
康
な
街
づ
く
り
」
「
育
児
不
安
解
消
の
街

づ
く
り
」
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
「
安
心
の
街
づ
く
り
」

を
発
表
。
中
学
時
代
か
ら
始
め
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
現
在
も
、
マ

マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
コ
ー
チ
を
務
め
る
中
で
、
区
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
区
民
参
加
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
行
事
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
、

と
説
明
。
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
一
人
と
し
て
、
お
年
寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
幅
広
い
区
民
が
、
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
を

満
喫
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
、
と
語
っ
た
。 

そ
し
て
、
５
歳
、
３
歳
の
子
ど
も
の
父
親
で
あ
り
、
“
子
育
て

現
役
世
代
”
の
一
人
と
し
て
、
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
者
の
一

人
と
し
て
、
日
々
、
実
感
す
る
問
題
点
を
上
げ
な
が
ら
、
子
育
て

を
母
親
だ
け
に
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
大
好
き
な

“
育
児
参
加
型
お
父
さ
ん
”
の
輪
を
広
げ
る
一
方
、
地
域
の
子
育

て
支
援
力
の
拡
充
や
、
多
様
な
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
支
援
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
、
と
抱
負

を
。 さ

ら
に
、
区
民
相
談
で
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
要
望
の
中
か
ら
、

通
行
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
電
柱
の
移
設
、
電
線
の
地
中
化
、
歩

道
の
段
差
解
消
、
駅
周
辺
の
駐
輪
対
策
な
ど
に
は
早
急
な
取
り
組

み
が
必
要
、
と
い
う
認
識
を
示
し
、
「
こ
れ
か
ら
も
“
文
京
に
住

み
続
け
ら
れ
る
”
“
文
京
に
住
ん
で
良
か
っ
た
”
と
元
気
が
出
る

よ
う
な
、
“
区
民
党
”
“
住
民
党
”
の
代
表
と
し
て
挑
戦
し
た
い
」

と
、
力
強
く
語
っ
た
。 


